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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

「
活
躍
の
場
」
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
め
ざ
し
た 

授
業
づ
く
り
と
感
動
的
な
行
事
の
創
造 

思考力・表現
力の育成 

・授業において、ペア学習を積極的

に導入し、思考する、表現する、話

し合う等のアウトプット活動を充実

させる。 B 

A 

・各教科の授業で、個人追究

の時間を確保し、その考え

をペアやグループ、全体に

アウトプットする場面を

積極的に設けた。 

・行事では、生徒スタッフが

中心となり、行事の企画・

運営を行い、自己有用感を

育むことにつながった。 

・「学校は自分たちの意見等

を取り入れてくれている」

と感じている生徒が多く

いた。 

Ａ 

・小学校では、タブレ

ットを使って宿題を

行っている。中学校

でももっと活用でき

ると思う。 

・３年生を送る会に参

加したが、とてもよ

かった。先生たちも

大変だが、今後も、

生徒たちが主体的に

活躍できる場を設け

てほしい。 

・ＩＣＴ機器やタブレットを

有効活用し、魅力ある授業

づくりを実践していく。 

・個に応じた支援を充実させ

るとともに、協働的な学習

にも力を入れる。 

・生徒たちがより自己有用感

を感じられるように教師

が適切な支援を行う。 

・学習の定着を図る手段とし

て、家庭学習において適切

な量の課題を設定する。 

感動的な行事
の創造 

・生徒の願いを大切にし、生徒と教

職員が力をあわせ、心が動く感動

的な行事を創りあげる。 
A 

「
認
め
ら
れ
る
場
」
自
他
の
よ
さ
・
成
長
を 

実
感
で
き
る
指
導
や
評
価
の
実
施 

生徒のよさ・
成長を認める
意識の向上 

・全教職員で全生徒のよさ・成長を

見逃さず，認める指導を徹底する。 

Ａ 

Ａ 

・プラス言葉を積極的にかけ

ることを意識し、生徒の自

己有用感や自己肯定感の

育成に努めた。 

・「自分（子ども）のよさを見

つけ，認めてくれている。」

と回答した生徒・保護者が

昨年度と比べ、ともに増え

ている。 

 

Ａ 

・自己肯定感を高め、

自分の可能性を信じ

ることができるよう

に、生徒たちのよさ

をどんどん伝えてほ

しい。 

・行事後にお互いのよ

さを伝え合う活動を

しているのはとても

よい。 

 

・学級や学年、学校行事など

において、生徒の活躍でき

る場を設定し、よさを認め

る声かけを積極的に行っ

ていく。 

・生徒たちが主体的に活動で

きる環境を整え、それらの

活動を通して、自他のよさ

を発見し、自分の居場所づ

くりにつなげていく。 

相互評価・自

己評価の実施 

・授業，短学活，行事等に，自分自身

や友達のよさを見つける活動を積

極的に位置づける。 Ｂ 

「
安
心
で
き
る
場
」
人
間
関
係
づ
く
り
活
動
の 

充
実
「
ス
リ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施 

人間関係づ
くりの活動

の充実 

・週１回「スリンプルプログラム」を導

入するなど、人間関係づくり活動に

積極的に取り組む。 
Ａ 

Ａ 

・今年度より取り入れた「く

ろちゃんタイム」（スリン

プルプログラム）では、人

に伝えること、人の話を聞

くことなどを通し、良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

・多くの生徒・保護者が「学

校は安心して学校で生活

できるように取り組んで

いる。」と回答している。 

Ｂ 

・安心して学校に通え

る環境整備がとても

大切。そのために、

人間関係づくりを大

切にしてほしい。 

・校内適応教室で、担

当の先生が、教室の

生徒たちと同じよう

に実験をやってくれ

た。とてもありがた

かった。 

・誰もが安心して生活できる

環境を整え、「スリンプル

プログラム」を通して、良

好な人間関係づくりを推

進していく。 

・生活サポートやＳＣとの連

携を図り、学校体制として

生徒それぞれの様子を把

握し，個々に合った居場所

づくりを進めていく。 

不登校生徒へ

の対応 

・不登校生徒への居場所づくりを進

めるとともに、新たな一人を出さな

いための学習環境づくりをすすめ

る。 
Ｂ 

小
中
一
貫
教
育
の
充
実
に
よ
る
保
護
者
・ 

地
域
・ 

小
学
校
と
の
連
携
推
進 

保護者・地
域・小学校

との連携推
進 

・小中一貫教育を推進し、３小学校と

の連携を密にした実践を行い、児

童生徒の交流活動を充実させる。 Ｂ 

Ａ 

・４校異学年交流会や合唱コ

ンクール、ホープ相談な

ど、小中学生が交流する活

動を行った。 

・ＨＰやおたより、通信を活

用し、生徒の活躍の様子を

保護者・地域に発信した。 

・多くの保護者が、「学校は授

業参観や行事など、保護者

が参加しやすい取り組み

を十分設けている」と回答

している。 

Ａ 

・小学生が不安なく中

学校へ入学できるた

めにも、小中学生の

交流活動は有効な手

段。これからも続け

てほしい。 

・保護者への案内やお

たよりが届かないこ

とがある。紙で配る

場合もメールでお知

らせしてくれるとあ

りがたい。 

・乗り入れ授業、４校異学年

交流会を継続し、児童生徒

の成長につながる実践を

行っていく。 

・学校生活の様子をＨＰや学

校だより、通信等で保護者

や地域に情報をきめ細か

に発信していく。 

・配信メールを活用し、行事

案内や通信など、その日の

うちに全世帯に確実に届

くようにする。 

・学校ホームページの充実を図り、

保護者・地域への情報発信を積極

的に行う。 
Ａ 

【自 己 評 価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総 合 評 価  自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価  Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


